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明
治
初
期
に
産
声
を
あ
げ
た
日
本
の
近
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業

明
治
維
新
に
よ
っ
て
鎖
国
が
終
わ
り
、
西
欧
の

先
進
技
術
が
導
入
さ
れ
た
。
当
時
、
【
石
炭
】

は
船
舶
・
鉄
道
な
ど
「
輸
送
の
動
力
」
で
【
ガ

ス
・
電
気
・
石
油
】
は
街
路
灯
・
ラ
ン
プ
な
ど

「
灯
り
」
を
目
的
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

明
治
5
年
10

月
31

日
、
横
浜
の
馬
車
道
に
ガ
ス
灯

が
十
数
基
点
灯
。
こ
れ
が
ガ
ス
事
業
の
始
ま
り

で
す
。

大
正
時
代
に
入
る
と
、
近
代
産
業
の
発
展
に
伴

い
、
東
京
駅
の
開
業
、
タ
ク
シ
ー
の
営
業
開
始

な
ど
交
通
網
が
さ
ら
に
発
達
し
、
ガ
ス
・
電

気
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
本
格
化
し

た
。

ガ
ス
の
用
途
は
照
明
か
ら
熱
源
へ
と
シ
フ
ト

街
灯
か
ら
広
ま
っ
た
ガ
ス
事
業
は
、
20
世
紀
に

入
る
と
海
外
の
例
に
習
っ
て
熱
利
用
の
方
向
に

シ
フ
ト
し
、
ガ
ス
会
社
は
ガ
ス
の
利
用
促
進
の

た
め
自
ら
が
メ
ー
カ
ー
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
輸
入
し
た
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
か
ま
ど
、
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
湯
沸
器
な
ど
を
参
考
に
、

ガ
ス
器
具
の
国
産
化
に
着
手
し
た
。

高
度
経
済
成
長
期
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
転
換

戦
後
、
日
本
経
済
は
朝
鮮
戦
争
特
需
と
そ
の
後
の

好
景
気
に
よ
っ
て
、
昭
和
31

年
に
は
戦
前
の
経
済

水
準
ま
で
戻
っ
た
。
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
白
黒
テ

レ
ビ
が
三
種
の
神
器
と
も
て
は
や
さ
れ
、
一
般
家

庭
に
家
電
製
品
が
普
及
。
昭
和
39

年
に
は
日
本

初
・
ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
、

新
幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
も
次
々
整
備
さ
れ
た
。

こ
の
時
代
が
ま
さ
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
時

代
で
あ
っ
た
。

都
市
ガ
ス
の
な
い
地
域
を
中
心
に
、
家
庭
用
に
行

き
渡
っ
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
本
格
的
に
市
場
に
出
回
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
昭
和
28

年
ご
ろ
。
当
時
は
ま
だ
家
庭

用
燃
料
と
し
て
は
薪
や
炭
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、

ガ
ス
管
を
引
か
ず
と
も
ボ
ン
ベ
で
運
べ
、
薪
な
ど

と
比
べ
取
り
扱
い
が
容
易
で
熱
量
の
高
い
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
は
急
速
に
普
及
し
、
国
内
生
産
だ
け
で
は
追
い

付
か
ず
、
海
外
か
ら
の
輸
入
も
開
始
さ
れ
た
。

日
本
に
激
震
が
走
っ
た
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

（
昭
和
48

年
10

月
～
昭
和
49

年
8

月
）

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
そ
れ
ま
で
の
好
景
気
を
一
変

さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
重
要
さ
を
世



の
中
に
再
認
識
さ
せ
た
出
来
事
で
、
そ
の
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施
。
「
石
油
節
約
運

動
」
と
し
て
、
国
民
に
は
日
曜
ド
ラ
イ
ブ
の
自
粛
、

高
速
道
路
で
の
低
速
運
転
、
暖
房
の
設
定
、
温
度
調

整
を
呼
び
掛
け
た
。

そ
の
後
、
混
乱
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
た
第
二
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
昭
和
53

年
10

月
～
昭
和
57

年
4

月
）

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
安
定
政

策
が
打
ち
出
さ
れ
る
。

（
１
）
石
油
の
安
定
的
な
確
保
を
図
る
。
昭
和
50

年

民
間
備
蓄
を
法
的
に
義
務
付
け
。

（
2
）
貴
重
な
資
源
で
あ
る
石
油
を
大
切
に
効
率
的

に
使
う
（
省
エ
ネ
法
）
制
定
。

（
3
）
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
代
エ
ネ
法
）
」
制
定
。

期
待
が
高
ま
っ
た
原
子
力
発
電

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
が
高
ま
っ
た
一

つ
が
、
原
子
力
発
電
で
あ
る
。
自
国
に
資
源
を
持
た

な
い
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
韓
国
は
「
準
国
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
比
率
を
高
め
る
必
要
性
よ
り
原
発
を
推
進

し
た
。

ガ
ス
も
石
油
へ
の
依
存
脱
却
を
図
る

天
然
ガ
ス
の
利
用
が
本
格
的
と
な
っ
た
の
も
こ
の
頃

で
、
石
油
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
石
油
系
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
代
わ
る
都
市
ガ
ス
の
原
料
と
し
て
全
国
各
地
に
天

然
ガ
ス
受
け
入
れ
基
地
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
時
代

は
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
時

代
で
し
た
。

【
あ
と
が
き
】

電
気
・
都
市
ガ
ス
の
自
由
化
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
人
口
減
少
、
省
エ
ネ
機
器
の
普
及
に
よ
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
原
単
位
の
減
少
な
ど
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業

界
は
厳
し
い
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
歴
史
を
見
て
も
時
代
背
景
と
共
に
変

化
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
中
で

は
、
ま
だ
ま
だ
数
十
年
前
の
生
活
レ
ベ
ル
の
地

域
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な
視
野
で
チ
ャ
ン
ス
や

ヒ
ン
ト
を
見
出
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
を
軸
と

し
て
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
百
五
十
年
の
歴
史
よ
り



激暑における熱中症予防

熱中症はどのようにして起きるのでしょうか？
熱中症を引き起こす３つの条件 「環境」「からだ」「行動」
「環境」の要因は、気温が高い、湿度が高い、風が弱いなど。
「からだ」の要因は、激しい労働や運動によって体内に著しい熱が
生じたり、暑い環境に体が十分に対応できないことなどがあります。
その結果、熱中症を引き起こす可能性があります。

２０１７年の職場での熱中症による死傷者（死亡・休業４日
以上）は５４４人（前年よりも８２人増加）
内、死亡者は１４人（前年よりも２人増加） 厚生労働省発表

気象庁３ヵ月予報でも、例年以上に暑い夏の確率が高く、
職場における熱中症対策は重要になります。



宮城の夏のイベント

東松島夏祭り２０１８

◆開催場所： 東松島市 矢本駅前通り
大町商店街通り

◆開 催 日：８月２５日（土）

仙台七夕祭り

東北3大祭りの一つ
仙台藩祖伊達政宗公が和歌を８首詠まれて
おり、この時代から伝統行事として受け継
がれている。今日では日本古来の星祭りの
優雅さと飾りの豪華絢爛さを併せ持つお祭
りとして全国に名を馳せています。

◆開催場所： 仙台市名掛丁・一番町周辺

◆開 催 日：８月６日（日）～８日（火）

前夜祭では（５日）、西公園にて花火大会が開催されます

航空自衛隊のブルーインパルス展示飛行や
地元小学校等の鼓笛隊パレード。
夜には花火大会で、地域復興を願います。

会場をブルーに染めよう

昨年の弊社協賛七夕飾りです。
今年も例年通り協賛致します。
名掛丁入口近くに飾られます
ので、是非、探してみてくだ
さい。


